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要 約

本研究では,教員養成課程の学生が大学4年

間にどのように変化するかについて,思考態度

ならびに授業観という観点から検討した｡研究

1では大学1年時と4年時の思考態度の縦断的

変化を検討し,その変化に影響を与えた要因を

聞き取り調査したところ,ほとんどの学生の思

考態度が向上していた｡それは,対人関係の広

がりと深まりや,せざるを得ない状況によるも

ののようであった｡研究2では毎年行った授業

イメージの調査を元に,変化の影響因を聞き取

り調査により検討したところ,授業イメージは

一度で変化するわけではなく一定方向の変化が

階段状に複数回起きていた｡それは,教職科目

における能動的活動体験と,教育実習などの現

場体験から来ているようであった｡これらの変

化を踏まえ,体験と振り返りの重要性について

考察された｡

背景と目的

筆者は,大学生が大学在学中に,どのような

経験からどのように変化するのかについて興味

を持っている｡本研究の目的は,教員養成課程

の学生が大学4年間にどのように変化するかに

ついて,思考態度ならびに授業観という観点か

ら検討するものである｡筆者はこれまでにも2

回,同様の検討を行っている｡そこでまず,こ

れまでに検討してきたことを概観しておく｡

道田(2003a)では大学生7名を対象に,論理的

に問題のある文章を,大学1年時と4年時に読

ませ,読み方や考え方の変化およびその変化の

原因が何だと本人たちは考えているかについて,

聞き取り調査を通して知ることを目的として研

究を行った｡考え方の変化に影響した事柄に関

しては,次のことが言えるようであった｡(1)

卒論の影響をあげる人は多かったが,どういう

点で影響を受けるかは人によって異なっていた｡

ただ,教員の批判的な言動の影響は全体的に大

きいようであった｡(2)友人関係も比較的多く言

及された｡(3)それ以外に,挙げられたものは多

岐に渡っていた｡(4)挙げられたものは,友人関

係などの ｢日常的｣体験と,論理的 ･批判的要

素を含んだ ｢学校的｣体験があり,両者の影響

が排他的である可能性を示唆する発言があった｡

具体的には,学校体験と日常体験が ｢別のもの｣

と語られ,卒論や授業が ｢限られた時間で限ら

れた分野｣｢4年間のほんのちょっと｣と語られ

ており,その経験は日常での思考や判断に影響

していないようであった｡逆に考え方の変化の

理由として卒論を第一に挙げていたある学生は,

同級生の影響は｢ちょっとかな｣と述べていた｡

(5)学生の思考は,批判的かどうかは別にして,
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変化しないということはなく,本人が重視する

方向にそれぞれ変化しているようであった｡こ

のときの調査によって,大学生の思考が,授業

も授業外のものも含めてさまざまなことから影

響を受け,さまざまな方向に成長していること

がわかった｡同様の結果は,同様の手法を用い

てもう少し多人数を対象に行った道田(2003b)

でも得られている｡

しかしこの研究には,次の2点において改善

の余地がある｡第一は,大学生の経験について,

4年卒業時点での回想のみに頼っている点であ

る｡この点については,たとえば毎年 1回,定

期的に聞き取り調査を行うことで,さらに回想

内容の精度が上がるものと考えられ,本研究で

はこの点を改善している｡

改善の余地の第二の点は,これらの研究で回

想を引き出すために使ったのが,自作の批判的

思考能力テストという点である｡このテストで

は,論理的な問題が含まれている文章3題材を

読み,自由な意見と批判的な意見を述べるとい

うものであったが,3題材しかないため,この

題材で引き出された反応と関わる経験しか回想

されていないという問題点がある｡また,批判

的思考は論理的思考と同義ではない (道田,

2003C)｡正確にいうならば,狭い意味での形式

論理学に沿っているかどうかだけが批判的思考

の要件ではない｡問題作成者の意図に含まれて

いなかったり,その間題や出題形式ではすくい

取れない種類の批判的思考が発揮されているに

も関わらず,それが採点上に現れてこないとい

う問題がある｡これらの点については,もっと

項目数の多い批判的思考態度尺度を用いること

で,大学生の思考の変化をより多くの面から引

き出すことができるのではないかと考え,本研

究の研究1ではこの点を改善している｡

筆者が行った大学生の縦断的研究の2つ目は

道田(2006)である｡この研究では,教育学部学

校教育教員養成課程の同一専修に同一年度に入

学し,卒業した学生6名に年 1回,大学生活や

日常生活,進路意識などについて聞き取り調査

を行い,彼らの進路意識の変遷について検討し

た｡このような研究を行ったのは,教員養成課

程は目的養成学部であり,卒業生が教員になる

ことを前提に教育が行われているが,しかし教

員養成学部に入学してきた学生が卒業後,必ず

しも教員の道を選ぶわけではないし,進路決定

に時間がかかっている教員養成課程の学生が少

なからず存在していることが指摘されているた

めでもある (若松,2004)0

この研究では,フリー トークに近い形で,学

生の進路意識について聞いていった｡その結果,

教員養成課程に入学した学生でも,大学入学時

点で学校教員以外の選択肢を念頭においている

学生が少なからず存在すること,大学入学時点

で基本的に学校教員を進路として考えている学

生の中にも大学4年間の中で迷ったり他の選択

肢を考える学生もいることが示され,進路決定

は未決定-決定の一方向ではないことが明らか

にされた｡また,学生の進路決定に影響を与え

るものとしては頻出するのは広い意味での現場

経験であること,しかしその影響は単純ではな

く,教育実習その他の現場体験を自分なりに振

り返り,消化し,自分の中に位置づける時間が

必要であることも示唆されている｡

この研究では,かなり構造性の低い場面での

面接を行っている｡すなわち学生の語りを元に

それを掘り下げるという形である｡そのため,

何をどの程度,どのように語るかは各学生の自

由にまかされているのである｡もちろんそのよ

うな面接調査によって見えてくることもたくさ

んある｡しかし,表面的な学生の思いなどが中

心になってしまうきらいはあるであろう｡本研

究の研究2ではこの点について,秋田(1996)が

行った比愉生成課題を用いて教職意識や授業観

が多少なりとも明るみに出るように改善を加え

ている｡

本研究では,以上の2つの観点である ｢大学

生の思考｣ならびに｢授業観｣が大学4年間で,

どのように,どのような経験を通して変遷する

のかについて,それぞれ研究1,研究2として

検討を行った｡ただし対象とした学生は同一で

あり,内容上,2つに分けたに過ぎない｡より

ジェネリックなスキルと考えられる思考力と,

より専門分野と関わる授業観という2つの側面

から検討することで,大学生がどのような経験

を元にどのように変化するのかについて,大学
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生の現状をあぶり出し,そこから,教員養成教

育をはじめとする大学教育を考える上でのヒン

トを得ることが,本研究の目的である｡

研究 1:批判的思考態度の縦断的変化

方 法

対象者 ある大学の教育学部学校教育教員養

成課程の同一専修に同一年度に入学し,卒業し

た学生7名｡

調査尺度 批判的思考態度尺度 (平山･楠見,

2004)33項目を用いた (7件法)｡この尺度は,

論理的思考-の自覚,探究心,客観性,証拠の

重視の4因子からなる｡

手続き 調査は個別の面接形式で行った｡批

判的思考態度尺度は,大学人学年の7月と,大

学卒業年の2-3月に行った｡初回を7月に行

ったのは,大学人学年の早い時期に調査を行う

と,高校や予備校など,大学入学直前の経験の

影響が色濃く出ることが過去の研究 (道田,

2003a)で見られたためである｡

調査時は,まず一人で回答した後,個々の回

答理由を尋ねていった｡4年時調査ではまず,

この4年間で思考力が変化した自覚があるかど

うかについて尋ねた｡その後,1年時調査と2

ポイント以上変化した項目を中心に,変化の理

由について聞いた｡

これ以外に,年に1回,この1年間がどんな

1年間だったか,大学,友人関係,その他印象

的な出来事,また将来の志望について,個別に

聞き取り調査を行った (計3回)0

結果と考察

変化の統計的な差 1年時得点の平均は

153.14点 (1項目あたり4.64点),4年時得点

の平均は166.0点 (1項目あたり5.030点)で

あった｡1年時得点と4年時得点の差の平均は,

+12.9点 (1項目あたり+0.39点),7名中5

名が正の変化を示しており,負方向に変化した

のは2名のみであった｡試みに対応のある t検

定を,総得点および各因子に対して行ったとこ

ろ,総得点 (i(6)=1.97,p(.10)と ｢論理的
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思考-の自覚｣因子 (バ6)=2.37,メ.10)が
有意傾向であった｡少数サンプルではあるが,

大学4年間で批判的思考態度が上昇している可

能性が示唆された｡

変化した理由 批判的思考態度尺度の得点が

2ポイント以上変化した項目について,変動の

理由を調査参加者に尋ね,その理由をKJ法を用

いてグルーピングした (表1,表2)

上昇した理由 上昇した理由を記した 40枚

のカー ドは,まず 17の小グループにまとまり,

それらはさらに,5つの大グループにまとまっ

た (対人関係の深まり,せざるを得ない状況,

自覚的には変化していないもの,したい,変化

の理由が不明のもの)(表 1)0

｢対人関係の広がりと深まり｣(14枚)とし

ては,学科,授業 (教育実習など),就活,アル

バイ トなどを通して得られた対人関係による上

昇であり,4因子すべてに関わる質問項目が含

まれていた (表1)｡最初のもののみ文章で説明

しておくと,批判的思考態度尺度のうち,客観

性因子の項目である ｢いつも偏りのない判断を

しようとする｣の点数が,1年時に4 (どちら

でもない)と答えていたある学生は,4年時に

は6 (かなり当てはまる)と答えており,その

変化の理由を聞くと,｢バランスが大事--･と面

接対策の時に聞いた｣という趣旨のことを答え

ていた｡この語りは他の参加者の語りとともに

｢色々な人と関わる大切さ,面白さ(就活など)｣

とグルーピングされた｡これ以外に,｢学科の人

との関わり｣,｢他者の意見を活かしてよりよく

する (実習など)｣,｢他人のすごさに気づく｣,

｢友人関係の深まり-→丁寧に関わる｣という小

グループがあり,これらとともに ｢対人関係の

深まり｣という大グループが作られた｡このよ

うに,学科やアルバイ トなどの比較的長期的な

人間関係,および,教育実習や就職活動 (面接

対策)などの比較的短期的な人間関係などさま

ざまな関係のなかで,学生の批判的思考態度は

向上しているようであった｡

以下同様に,大グループを中心に述べていく｡

2番目に多い大グループは ｢せざるを得ない

状況｣(13枚)であり,｢考えて動く必要性(バ

イ ト,実習,行事など)｣,｢計画的に問題解決(ゼ
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表 1 上昇した項 目に対 して語 られたこと

項目 因子 変化 語られたこと 小グループ 大グループ

いつも偏りのな 客観性 4-⇒6バランスが大事○どっちかに偏りすぎていてもダメかなあと 色々な人と 対人関

い判断をしようと 凄く思うo面接対策のときに､偏った人ばかり集めたら会社
する は成り立たないというのを聞いた

物事を決めると 3→7最近は､いろんな人によって考えることはいろいろ違うんだきには,客観的な なあとよく思うo今までの経験を振り返ったときとか､いろん
態度を心がける な人と話すときに

一つ二つの立場だけではなく,で 4→6バランスとか､十人いればそれだけの意見が出て当然なのきるだけ多くの かなと思うのでoそうだということは､自分の一つの考えだ 関わる大切

立場から考えようとする けにこだわつてもいけないのかなと思った さ,面白さ(就活など)

自分とは異なつ 探究心 3→5田舎育ちだが大学に来たらいろんな人がいるのでそういう

た考えの人と議 人たちと関わる大切さを学んだo特に絵理奈は性格は近
論するのは面白 いが物事に対する好奇心とかはすごいなあと刺激を受け
い 一一■し_

さまざまな文化 4→6就活の面接で今,教育関係以外のいろんな人と話していについて学びた て､自分が知らないこともいっぱいあるし､楽しいこともある
いと思う し､実際､いろんな人と話してそう思うのかな

たとえ意見が合わない人の話にも耳をかたむける 客観性 5→74年前は自己中心的だった0-番大きいのは学科の人と 学科の人と

の関わりoあんな自己中心的な自分を受け入れてくれて､
みんなと関わっていく中で変わっていった

何事も,少しも疑 証拠の重視 4-6入学したばかりのとき､防犯意識が低いとみんなに怒られ
わずに信じ込ん たo家にセールスとか来たとき､話を聞かなくていいんだと 係

だりはしない いうことを学んだoそのあとから断るようになった の関わり の広がりと潔まり

一筋縄ではいかないような難しい 論理的 3→6琉大祭のときも､Yがこっちが安いと調べて､じゃあ利益出問題に対しても 思考- したいから､という相談も必要だった○｢一人で｣というよりも

取り組みつづけることができる の自覚 ｢相談ありきで｣取り組み続ける

物事を決めると 客観性論理的思考-の自覚探究心論理的 3→53.166→23.165-⇒75→3いろいろ話をきいてじゃないと､いいものとか決断はできな 他者の意見

きには,客観的な いo自分が思つたのよりもいいものが出てきたらそっちを

態度を心がける一筋縄ではいかないような難しい やったほうがいいo｢客観的｣という言葉を学んだ教育実習0-人で考えた授業に仲間の意見を聞いて考え
問題に対しても 直す,という繰り返しがあったので､一人というよりも仲間と を活かして

取り組みつづけることができる物事を考えるとき,他の案について考える余裕がない 話し合って解決したりとかいいものを作るためには､違うヒトの意見がないと､淡白な よりよくする(実習など)他人のすごさに気づく友人関係の

ものになるo違う目線に立つたらこうなつちゃう､と気づける
のは大事かなと思うので意識してやっている

役に立つか分からないことでも,出来る限り多くのことを学びた ドラマの言葉から､私もいろんなことを経験しなきやと思つ

たoそう思ったら人のいろんな話が､この人たちすごいと思
うようになったo自分も小さいままじゃだめ

分からないこと それも多分､探究心が上がったんだと思うo(ドラマのせり
があると質問し ふがあって､いろんな人のすごさに気づけて､Eさんがい
たくなる た?)うん

私の欠点は気が 大学のほうが友達との関係がより深く,裏の部分もみるよう
散りやすいこと 思考- になったので○そこから道筋を立てて､こうしていこうと考え 深まり一丁
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項目 因子 変化 語られたこと 小グループ 大グループ

自分が無意識のうちに偏った見方をしていないか振り返るようにしている 客観性 4→6それこそ､上から言われたことをただやつていたoやっぱ 考えて動く必要性(バイト,実習,行 せざるを得ない

り､間違っていたと思うこともあるし､やっていても､あやつ
ぼりコレ面倒くせえ､と思うこともあるので､偏っていない
か､見ながらやらないとなあ､と思っている

複雑な問題について順序立てて考えることが得意だ 論理的思考-の自覚 3.15考えて動くようになったo動く前に､コレをやる前にこれが

必要だから､とやらないと後で面倒くさくなる○マネー
ジャー経験から

一筋縄ではいかないような難しい 3-う6いろいろなことに対して｢めんどくせえ｣といえない立場に問題に対しても なつたこともあったので､やっていこう､と思うことができたo 事など)

取り組みつづけることができる 根気がついたのかなあ

分からないこと 探究心 5→7バイトのミーティングで､こんなしたほうがいいというのに対があると質問し して､それがどんなふうにいいのか､と意見に対して質問を
たくなる ちゃんとしないと､あとで引つかかつたりする

物事を正確に考 論理的 3→5一番変わつたなと思うのはレストランでのアルバイト0本当えることに自信 思考- に自分が今必要なことを考えて動かないと､ただつつ立つ
がある の自覚 て言われたことをやるだけになってしまう

何か複雑な問題を考えると,混乱 論理的思考- 5→3ゼミで､ゴールに行くためにはこれを､そのためにはこれをやるという発表を繰り返すうちに､問題をどう処理していけ 計画的に問題解決(ゼミ
してしまう の自覚 ば行き着くのか､書いて整理できるようになった など)

物事を正確に考 論理的 3-う5大学の授業o教育実習も､簡単に済ませようと思ったら済 自分で調べえることに自信 思考- ませられるけど､自分で調べて行動するというのが､高校 て行動(莱
がある の自覚 のときとは違った 習など)

物事を正確に考 論理的思考-の自覚論理的 3→5たぶん､いろいろアルバイトをしたことがあると思うんですけ 自分でやる

えることに自信 ど○あと､大学の授業は自分でやらないと進まないので､ 状

がある 自分で考えて行動するようになった 必要性(一人暮らし,バイト,課 況自覚的に

道筋を立てて物事を考える何か複雑な問題 2→45-う35→35→37-う42-⇒55→3いざというときに頼る人がいないというか､自分がやらな

きゃいけないのでo食費とかいろいろ考えなきやいけない 題)自分の苦手

のもあると思うんですけど

ほかに選択肢がなかつたから? 自分がほかに逃げやす
を考えると,混乱 思考- いなとはわかるので､そこは直そうとは思っていますけど- な部分を意

してしまう の自覚客観性論理的 -こんなに大きく変わった理由はわからない 識全体を考えないといけない立場(部活など)同時並行でやらないといけない(課題など)4年前と解

物事を見るとき 部活でも､大学生になると個人個人の考えもいうようになる
に自分の立場か ので､全体的に見て考えるのをたくさんするようになってき

らしか見ない自分の意見について話し合うとき たので､しなきゃいけないという場にいたので部活でいろんな人の中にいる(いろいろな意見を全体的に
には,私は中立 見て考えないといけない)o高校よりもずつといたので､自

の立場ではいられない物事を考えるとき,他の案について考える余裕がない道筋を立てて物事を考える 分自分ではやっていけないなというのは感じた高校のときは､一つをやり始めるとこれぽっかり見るたち

思考- だったo今は,同時並行でやらないといけないことがあるの

の自覚論理的思考-の自覚 で､切り替えは多少できるようになった

4年前も同じものを解いていたのかな､というぐらいに､解
釈が違うo予想を立てるというのは必要なことだと思うし今
もやっているoそのときの考えとは違う

私の欠点は気が 逆に､散りにくいといえば散りにくいというか､そこまで､散 釈の違い は不変散りやすいこと りやすくはないんじゃないかなo(特に変わったわけではな
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項目 因子 変化 語られたこと 小グループ 大グループ

私の欠点は気が散りやすいことだ 7→2多分スパンの捕らえ01年は続かないoやるときは私はやるoそこを捕らえて､気は散らないということにした

何事も,少しも疑 証拠の重視 3.17今､就職先の書類作成しているo感覚で書くと失敗も多い ごく最近の出来事から
わずに信じ込ん ので､ちゃんと説明文をきちんと読んで､書類とかも書くよ
だりはしない うに今は心がけている

何かの問題に取り組む時は,しっかりと集中することができる 論理的 4→7(昔と変わってない?)最近､塾のバイトで200間以上の計

思考- 算問題を一気に解いたoそれをしっかりやつていて､先生
の自覚 に集中力あるね､とはめられたので

自分が無意識のうちに偏った見 客観性 5→7いろんなこと気にするのはただのネガティブ､悪いことだと 自分が出来ていたこと-の気づき

方をしていない 思っていたけど､ちゃんと物事を考えている､とポジティブ

か振り返るようにしている な面で捕らえるようにしている

注意深く物事を 論理的 2→5心配性なので､何か物事を始めるときは､先が見えてない調べることができ思考- と踏み出せないことがあって､周りの人よりは私は情報収
る の自覚 集してるんだ､ということに､大学に入って気づいた

結論をくだす場合には,確たる証拠の有無にこだわる 証拠の重視 5→7証拠があったほうが人を説得できるo自分は口で説明する 自分の苦手 し

のが苦手なので､客観的なものが大事,自分の主観だけ な部分を意
で物事を判断しないように心がけている 識

さまざまな文化 探究心 3-う5いつか海外の日本人学校に行きたいo他の国だったらどう 将来の希望.展望

について学びた いうふうなのか､外の様子が気になるo海外で働いていろ た
いと思う んな視点を身につけたい い

生涯にわたり新しいことを学びつづけたいと思う 4→6これは多分､外国ににいこうと考えているのが大きいoまた

英語を学ぼうとしているので､今は学び続けたいと考えて
いるから

結論をくだす場合には,確たる証拠の有無にこだわる 証拠の重視論理的 2→61年の自分はハズいo理由があるから事実があるわけで､ 変化の理由は不明 不明

納得させられたらどうこうというのではないo証拠は必要o

判断をくだす際は,できるだけ多くの事実や証拠を調べる一筋縄ではいかないような難しい 2-う52→5
変わったのは,ただ単にアホだったんですかねほかに選択肢がなかつたから? 自分がほかに逃げやす

問題に対しても 思考- いなとはわかるので､そこは直そうとは思っていますけど-

ミなど)｣,｢自分で調べて行動(実習など)｣,｢自

分でやる必要性(一人暮らし,バイ ト,課題)｣,

｢自分の苦手な部分を意識｣,｢全体を考えない

といけない立場(部活など)｣,｢同時並行でやら

ないといけない(課題など)｣という小グループ

からなっている｡これらは,授業,アルバイ ト,

部活などで ｢きちんと考えて｣やらざるを得な

い状況にあったことが語られていた｡

3番 目に多い大グループは ｢自覚的には変化

していないもの｣(7枚)であり,｢4年前と解
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釈の違い｣,｢ごく最近の出来事から｣,｢自分が

出来ていたこと-の気づき｣ という小グループ

からなっている｡

4番目は ｢したい｣(3枚)であり,｢自分の

苦手な部分を意識｣,｢将来の希望 ･展望｣ とい

う2つの小グループからなっている｡

これら以外に,｢こんなに大きく変わった理由

はわからない｣など,変化の理由が不明のもの

が2枚見られた｡

下降した理由 下降した理由を記した 14枚
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表2 下降した項目に対して語られたこと

項目 因子 変化 語られたこと 小グループ 大グループI.I_- ■

複雑な問題について順序立てて考えることが得意だ 論理的思考-の自覚 5→3今はできているかどうか自信がない､というのが強いo卒論 できないこ 状況

なんかもそうだけど､難しい問題をやっていてうまく行かな
いことが多いo卒論もそうだし､授業の課題も

誰もが納得でき 6→3塾の生徒やミーティングで分かったo自分は分かっているるような説明をす けど相手に｢どういう意味?｣と聞かたりoこの子にあった説

ることができる 明をしないといけないので難しいoまだ足りない とを自覚させられる状況
何か複雑な問題 3→6おとどしぐらいの人との出会いで､どっちかが人としておかを考えると,混乱 しいんじゃないかと思ったり､だいぶ混乱していたo(混乱
してしまう 経験はこの1回?)いや､友人関係でも

建設的な提案をすることができる 4→2Eと話をしていたら､やっぱり私は感情で動いているなと気
づいて､そこを意識しているんだと思うo(変わってないけ の

ど気づきやすくなった?)はい 変化

生涯にわたり新 探究心 7→5大学に入つてから外国人に接したことがあったかなo高校 機会の減少

しいことを学び のときはクラブの関係もあってよくあったけど､今､外国人

つづけたいと思■ヽ は遠い存在oだから5

誰もが納得でき 論理的思考-の自覚 6-う4みんなの前に立つ機会が-つたoサークルでは前に立つ

るような説明をす のではなく聞いている側になることが多かつたo中心になる
ることができる 子から一歩引いて､周りの不満を聞く側になったo

物事を考えるとき,他の案について考える余裕がない 3→5今､海外に行こうと考えているので､いまちょっとまた違う大 現在,でき

変なことが出てきても､そっちのことは考える余裕がないか ない状況に
なと思って､5にした ある

■-■■■■■l

自分の意見について話し合うとき 客観性 5→3意見に対して言うときは自分の意見をいうので､｢中立｣は 意見を言うときは中立はありえない 項目作

には,私は中立 聞き役というイメージ○決めるときは中立にできるけど､話し

の立場ではいられない 合うときは中立ではない

外国人がどのように考えるかを 探究心証拠の重視探究心客観性論理的 7→56→46-⇒46→43→55.)3｢学び続けたい｣も､職業を教師と決めて､教師については 軽重つける事実や証拠

勉強することは, いっぱい勉強したいけど､だからといってあっちもこっちも

意義のあることだと思うどんな話題に対 とふらふらはしない1年だったので､これからどんどん､という感じだったのか

しても,もつと知り なo今は必要なもの,有益なものをできるだけ多く､浅いも 成
たいと思う のは浅くていいので､という感じがする 者

判断をくだす際は,できるだけ多くの事実や証拠を調べる サークルでけんかの仲裁が多かつたo結局そこに感情が とのズレ蘇読

入ってくるので事実や証拠だけで片付かないo今はその だけではな

人の気持ちを優先して考えているから｢どちらでもない｣ い相手次第中立よりポジティブ誤読によるもの

自分とは異なった考えの人と議論するのは面白い自分の意見について話し合うとき Yさんと授業で一緒になってo独特の考えの人o話を聞く

だけならいいけど､向こうが｢違う考えは受け入れない｣人

だと｢おもしろい｣とはならないいろんなこと気にするのはただのネガティブ､悪いことだと
には,私は中立 思っていたけど､ちゃんと物事を考えている､とポジティブ

の立場ではいられない注意深く物事を な面で捕らえるようにしている調べるよりも話し合うほうが多い0-人で解決するよりもみ
調べることができ思考- んなでのほうがいいかなあo他の意見を取り入れるo自分
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のカー ドは,9の小グループにまとまり,さら

に2つの大グループにまとまった (表2)0

｢状況の変化｣(7枚)は,｢できないことを

自覚させられる状況｣,｢機会の減少｣,｢現在,

できない状況にある｣ という小グループからな

っている｡これらはいずれも,1年時と状況が

変化したためにしなく/できなくなった,とい

うものである｡

｢質問紙作成者とのズレ｣(6枚)は,｢意見

を言うときは中立はありえない｣,｢軽重つける｣,

｢事実や証拠だけではない｣,｢相手次第｣,｢中

立よりポジティブ｣という小グループからなっ

ている｡これらは,質問紙作成者が想定したの

とは異なる (批判的)思考が発揮されたもので

ある｡

そのほかに,回答者の誤読と思われるものが

1枚あった｡

思考態度に関しては､上昇した者も下降した

者もいたが､全体としては上昇している傾向が

見られた｡特に､論理的思考-の自覚という側

面が上昇している可能性が示唆された｡ここで

語られた ｢上昇した理由｣からは,学生が4年

間のさまざまな関わりや状況のなかで批判的思

考態度的なものを上昇させている様子がうかが

える｡今回は参加者が少人数ということもあり,

また結果も筆者によるKJ法であるので,枚数

の多寡を厳密にいうことはできないが,仮に今

回の結果を学生の経験の度合いと考えるならば,

特に学生の思考態度の成長を促すものは,(大学

の特定の授業科目よりも)対人関係であるとい

えるかもしれない｡それもいろいろな人と関わ

るという関係の ｢広さ｣,学科の人と関わるとい

う関係の ｢深さ｣,就職活動や教育実習など自分

で能動的に動く中で関わることなどが重要のよ

うである｡また,せざるを得ない状況があるこ

とも重要のようである｡

以上の結果は,意識的に思考力育成的な教育

を組む上でのヒントがあるように思われる｡す

なわち,考えの異なる他者と相互作用する場面

を作ること,批判的に考えざるを得ない状況を

作ること,批判的に考えたいと思えるような状

況を作ることである｡このような状況作りや関

係作りの重要性は,｢相手に合った説明ができな

い｣など ｢下降した理由｣からも重要であるこ

とがわかる｡

｢下降した理由｣ のなかに,質問紙作成者と

のズレによって生じているものがあることにも

注意をすべきであろう｡これは,ある状況 (た

とえば大学入学直後)にいる者にとって批判的

思考的な態度といえるものが,必ずして別の状

況にいる者にとってそのまま当てはまらない場

合があるということであり,自己報告による批

判的思考態度尺度を使うにあたっては,それが

調査対象者の状況に適したものであるかについ

て,項目レベルで精査した上で使用する必要が

あるであろうO

研究2:教員養成課程学生の授業観の縦断

的変化

方 法

対象者 ある大学の教育学部学校教育教員養

成課程の同一専修 (小学校選修)に同一年度に

入学し,卒業した学生7名｡研究1と同一人物

であった｡

調査尺度 秋田(1996)による授業イメージ課

題｡授業/教師/教えることについて,比愉生

成と説明を求めた｡

手続き 大学人学年の7月 を初回とし,大学

卒業年の2-3月まで毎年 1回 (計5回),個別

の面接形式で授業イメージ課題を行った｡2回

目以降はその後,前年に本人が作成した比橡を

提示し,感じたことを述べてもらい,比喰の変

化に影響を与えた出来事について聞いた｡卒業

前にはそれに加え,1年時に生成した比喉に対

しても,同様のことを聴取した｡それ以外に,

この1年間の大学,友人関係,その他の印象的

な出来事,将来の志望について聴取した｡研究

1と同時に行った｡

結果と考察

比喰作成数 5調査回を込みにして,授業/

教師/教えることの3トピック間での比喰数を

1要因の分散分析にかけたが,差はなかった

(F(2,12)=2.16,n.S.)｡また,5回の調査で

の比喰生成数にも差はなかった (F(4,24)=1.59,

n.S.)｡すなわち,学生は特定のトピックに偏っ
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て比愉を生成しているわけでも,また年を追う

ごとに比喰生成数が増えているわけもないよう

であった｡

初年次の授業観 1年時の7月に書かれた比

橡を秋田(1996)に従って分類したところ,もっ

とも多く生成された側面は ｢教師役割｣であっ

た (34%)｡細目別に見ると最も多いのは ｢未知

の展開｣(1時間の授業展開)で,｢実際やらな

いと反応が分からない ｣などの理由が語られて

いた｡ 2番目に多いのは2つあった｡一つは

｢日々異なる｣(日々の授業)で,｢やり方によ

って様々な形になる ｣などの理由が語られた｡

もう一つは ｢導く者｣(教師役割)で ｢答え (ゴ

ール)に行く手伝いをしてくれるから ｣などの

理由が語られた｡これらは,/J､中高校などでの

体験や,大学入学後の授業を通して作られたも

のであった｡

卒業時の授業観 4年の2月に書かれた比喰

を分類したところ,もっとも多く生成された側

面は,初年次同様,｢教師役割｣であった(44%)0

細目別に見ると最も多いのは2つあった｡一つ

は ｢教師生との共同作成の場｣(授業の場)であ

り,｢みんなで作り上げていくものだから ｣な

どの理由が語られた｡もう一つは ｢育て手｣(敬

師の役割)であり,｢授業を通して子どもは一番

大きく成長するから ｣などの理由が語られた｡

4年間での授業観の変化 1年時に自分が書

いたものを卒業時に見てなされたコメントに現

れていた変化は,大きく3種類あった｡一つは,

授業を受ける側の視点から授業をする側の視点

-の転換である｡2つ目は,授業のイメージが

漠然としたものから具体的なものになっている

点である｡

3つ目は教師の役割に関するもので,①ある

学生は ｢授業はみんなでつくるもの｣から ｢授

業を作るのは教師｣に変化していた｡②別の学

生は授業を ｢やらないと反応がわからない｣と

書いていたが,卒業時には ｢反応はわからない

が,その前の準備が大事｣と考えていた｡③別

の学生は,教師は ｢幹のように子どもたちを支

える｣｢太陽のように子どもたちの手助けをす

る｣と書いていたが,卒業時には ｢幹になるこ

との難しさ｣｢同じ ｢手助け｣のイメージでも,

今は ｢太陽｣ではなく ｢懐中電灯｣ぐらい｣ と

述べていた｡④別の学生は,教師は ｢知識を与

える｣と書いていたが,卒業時には ｢与えるだ

けでなく考えさせるのも大事｣と述べていた｡

⑤別の学生は授業を ｢そのときにしかできない

もの｣ と述べていたが,卒業時には ｢指導案と

いう大元があって,その場その場で展開する｣

と述べている｡

段階状の変化 毎年,前年に書かれた本人の

比晩に対してコメントを求めたが,それを見る

と,上に見られたような ｢教師の役割｣につい

ての認識の変化は,どこかの時点で1度で終わ

るのではなく,複数年に渡って繰り返し見られ

ることが,複数の学生において見られた｡その

事例を以下に紹介する｡

事例1 前述①の学生は1年時には,敏師で

ある父親に聞いた話などを元に,｢授業は教師が

創るものではない｣｢あくまでも主役は子どもた
ち｣ と述べていた｡しかし大学の授業で指導案

を作る経験を通して3年前期には ｢作り手と作

られる方が意識｣されるようになり,授業は｢創

り手によっていくらでも変化する｣と捉えられ

るようになった｡たただしそのとき同時に,敬

えることで ｢子どもから学ぶことがたくさんあ

る｣ とも述べられている｡しかし教育実習を経

た4年前期には自分のその考えに違和感を表明

し,｢結果として子どもたちから学ぶことはたく

さんあるけど､それはあくまでも結果｡やっぱ

り教師は教える側の人間｣と述べている｡卒論

では小学校の授業分析を主とした研究を行い,

卒業前の調査では ｢授業では,｢教える｣ことを

通して子どもを｢育てて｣いく｣と述べていた｡

その変化の理由については,次のように述べて

いる｡

卒論を通して､Y先生がどのような学級

経営を行っているのかをみてこう思った｡

子どもが4月では､全然､動物的という

か､全然集中も出来なかった､というと

ころからどんどん変わっていったのを見

ることが出来た｡
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このようにこの学生は,｢授業は教師が作る｣と

いう考え-の変化が複数回見られたのである｡

事例2 前述③の学生は1年時には,以前か

ら持っていたイメージなどから,教師を ｢幹｣

｢太陽｣に例えていたが,2年前期には授業観

察の経験などから ｢現実を知った感じがする｡

先生中心でもないと最近思う｣と述べていた｡

一方で教師を ｢絵本の作者｣に例え,｢子どもた

ちの世界を作り上げる中心にいる｣と述べてい

た｡3年前期には観察実習の経験などから ｢先

生が横から支える授業もたくさんある｡中心と

いう考えは消えたかな?｣と述べていた｡4年

前期には,次のように述べている｡

先生役をやってみて､身近な存在になっ

た｡遠い存在だったんだけど､なってみ

ると､先生たちも悩んでいるし､苦労が

ある｡完壁というイメージがあったけど､

普通の人と親近感がわいた

すなわちこの学生は,｢教師中心ではない｣とい

う考え-の変化が複数回見られたのである｡

事例3 前述④の学生は1年時には,大学に

入って始めた塾講師のアルバイ トの経験から,

｢教師は子どもたちにいろいろな知識を与える

役｣と述べていた｡2年前期には,授業観察経

験などから,｢知識を与えるだけではない｡子ど

もにしかない発想もこちらにくれる｣ と述べて

いた｡一方で,｢教えることは,自分の考えを持

たせてあげるもの｣とも述べていた｡3年前期

には,教職科目で学んだ経験からその考えに違

和感を表明し,｢もたせてあげる､ではなくて､

自分で考える力を育てる｣と述べていた｡一方

で ｢教師はいろんな知識で子どもたちを楽しま

せる｣とも述べていた｡4年前期にはその表現

に違和感を表明し,｢知識は必要だと思うけど､

知識で楽しませるというのは違う｣と述べてい

た｡またこのときには,｢教師は道しるべ｣とい

う比喰をつくり,次のように述べていた｡

道と一緒で､作っていくのも子どもと教
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師の係わり合いみたいな感じ｡ずっとし

ゃべっていたら楽に進むけど残らない｡

教えるというより､どうしてなの､こん

ななっているの?と子どもから引き出す

のが教師の役目

すなわちこの学生は,｢教えるよりも引き出す｣

という考え-の変化が複数回見られた｡

これらの事例はいずれも,一度ある認識に到

達したとしても,前の認識が 100%なくなって

いるわけでも,新しい認識が100%身についてい

るわけでもなく,同時に旧認識的な意見が出さ

れており,さまざまな経験を経て年を経るごと

に新しい認識が明瞭かつ具体的になっていくプ

ロセスを経ていると考えられる｡

変化の影響因

ではこのような変化は何によって生じたのか｡

ここまでの記述でもそのことについて触れては

いるが,改めて各研究参加者が比橡の変化に影

響を与えた出来事について語ったことを表3に

まとめた｡

これによると,変化の影響因として挙げられ

ているものは,2-3年前期であれば教職科目

における指導案づくり,授業時に視聴した実践

ビデオ,学校現場における授業観察体験,模擬

授業,現場教師の話であった｡4年前期～卒業

時であれば,教育実習,学校現場を対象とした

卒業論文,ボランティアやアルバイ トなどで子

どもの前に立つ経験などであった｡

以上の結果をまとめてみる｡授業観に関して

は､全体としてみると､1年時も卒業時も､｢教

師役割｣を中心に授業観を形作っているところ

は大きく変わっていないといえる｡しかし4年

間で大きく変化した点も､生徒視点から教師視

点､漠然から具体､という変化と並んで､教師

役割があげられる｡つまり同じ教師役割といっ

ても､その中身は変化しているのである｡

それを､比較的多く生成された授業イメージ

を元に描くなら次のようになるであろう｡ 1年

時は､実際にやらないと反応はわからないし､

やり方も人それぞれさまざまな､未知で不定形

なものとして授業が捉えられている｡あるいは
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表3 イメージの変化因として語られたこと

2年前期 3年前期 4年前期 卒業時

指導案作成oそこで子どもがどんな反応をするのかなと考えているときに,これもある,これもあるといろんな答えが出てくるoどんなのがあつてもいいのかなと思えるようになって 実習o吸収できない子が何人も出てくるo教えただけ (見えるようになったの

じゃダメoそのこが吸収し は?)実習oコックさん学
やすいやり方で教えない 校oボランティアで子ど
と､それを使うか使わない もの前で説明するという
かは本人次第o先生は､そ 機会もあったLOさいご
のこが学びたいという方法 は教採で､注意すべき

で教えないといけないと感じた 点が全然違ったりo

授業とかで,今の学校はこんなだよとビデオでみせてもらったとき,大変そうだなという印象01年のときの教職研究o 指導案作成などを通し 実習o(具体的には?)授業を受け持って､自分がイ 卒論o授業を通して､あ

メ-ジしていた､イメージで れだけ子どもが変化した
て,今は､どういう大変か しか書いてなかったけど､ というのは教師の手立て
が具体的に分かってき 自分が先生となって､子ど のおかげ01年生の最初
たから変わったのかなo もたちと接していくうちに､ なんて､みんなでつくる
このときは漠然としてい 一番大切に考えなくちやい なんていっていられな
たo けないのは子どもかなと考 いo教師が作る場面を

えるようになって､今に変わったのかなあo 見させてもらったo

本当に昨日の出来事 指導に対しては迷いを見せてはいけないけど､人間としては､わからな 実習oそんなに簡単に一つの方向に導けないと思ったからかな教師という仕事をしている 反応が分からないという

が,教え方の一貫性に いものはわからないと言 のはあるが､その前の準
対しては,昨日の授業を わないと､子どもはウソを 備があるんだよ､という
見て思ったo授業作りの 見抜く､と言っていたo道 のは実習が終わつてか
ことは大学の授業でo実 徳の先生o先週､実践研 ら気づいたoだからただ
践の生徒に対してのこと で来ていた附属の先生 のビックリ箱から､準備
は教職体験で学んでい (運天先生)o最近､先 する､という考えに変

るo 生たちの言葉でいいなあと思ったことはメモするようにしているoこの間にいろいろあったんだろうなあo実践研が大きい気がするoなんだ わつた指導案が授業にあるとしつたときに､先生がしゃべっていたのはせりふみたいなものなんだ､
ろうoほとんど(今年書い 人はすごいなと思うけど､ とショックoこのときにとつ
たのは)実践研で勉強し でも､今自分が大学生で､ さに先生がしゃべってい
たことかなo教師が完壁 おんなじような同級生のな ると思っていたOでも､指
な人と思ったら､自分に 中から先生になっていると 導案を作ったり､授業を
はなれないなあと思うLo思ったら､別に完壁ではな したりするようになって､
指導案と授業記録だつ いoすごいはすごいけど､ 指導案という大本はあっ
たら､だいぶ変わってく そこまで上の人ではないの ても､やっぱりその場そ
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2年前期 3年前期 4年前期 卒業時

先生に対する理想像をもって書いているo現実 今授業を見たら､先生が 先生役をやってみて､身近 太陽はいまは絶対出てこないoたぶん教えたことがあまりないから○理由が.‥他の言葉を選ぶかもしれないo太陽よりo(同じ｢手助け｣のイメージでも?)はいo懐中電灯とか

を知った感じがするo先 横から支える授業もたく な存在になったo遠い存在
生中心でもないと最近思 さんあるo昨日も道徳o だったんだけど､なってみ
うo今も授業を見てても,学級委員が司会○すべ ると､先生たちも悩んでい
中心は生徒oそれを,助 て黒板に書くo先生が横 るし､苦労があるo完壁とい
けるo中心ではなくて, からフォローo中心といううイメージがあったけど､普

一緒? 一緒過ぎてもよくないとは思うけどo 考えは消えたかな? 通の人と親近感がわいた

実体験を通してo附属に ｢受身｣というのは､今ま 授業研究をしたり､実習の バイトもそうだし大学でときの前の人の授業を見 受けた授業もそうだけ
行つてもそうだし,授業 で自分が受けてきた授 て､これなら作った指導案 ど､忘れることが多いo
の中でみるビデオもそう 業や塾のイメージからo には入らないだろうな0日 教えても､1週間後､全
だし,実践記録でも,そ 昨日もそうだけど､先生 分で作ってみるけど､授業 然できてなかったりする
こには,オレが教師に が考えさせることをできる検討したときに､ここはこん ので､1回一緒にやつて
なったとして気づくもの 授業にすれば､受身に なんじゃ伝わらない､と言 みて､そうやって落とし
はあるのかな はならないo われて作り直すo授業は ていくo待つのも教育か

作っていくもの なあ

教師は､ゴールに行く手伝いをする ｢導く者｣

としてイメージされている｡しかし卒業時には､

みんなで作り上げていく ｢共同作成｣として授

業が語られており､また教師は子どもを成長さ

せる ｢育て手｣としてイメージされている｡も

ちろんすべての学生がこのように変化している

わけではなく､たとえば事例1のように､共同

作成というよりもむしろ教師の主導性を意識す

るようになった者もいることに留意すべきであ

る｡

このような変化にいたった影響因としてあげ

られたものは､実践色の強い大学の授業 (実践

ビデオ視聴,模擬授業,指導案作成)と,さま

ざまなレベルでの現場経験 (授業観察,教育実

習,現職教員の話など)であった｡

教師教育を考える上では,このような段階的

な認識の変化を念頭に,学生の認識をより強固

なものとしていけるための学びの場や考える機

会を多面的に用意する必要があると言えるので

はないだろうか｡
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総合考察

思考態度と教職イメージという2つの点につ

いて,教員養成課程の学生は大学在学の4年間

でどのように変化したであろうか｡思考態度に

関しては,多くの学生は正方向に変化していた｡

また教職イメージに関しては,より具体的かつ,

学校現場的な考え方に変化していた｡すなわち

いずれも,望ましい方向に変化していたといえ

る｡

では学生のそのような変化は,どのような経

験から生じていたであろうか｡思考態度に関し

て影響があったのは,対人関係の広がりと深ま

りであり,せざるを得ない状況であった｡そこ

には,大学の授業も出てきはしたが,それ以上

に,日常の人間関係,就職活動,アルバイト,

部活といった授業以外の経験も多く語られてい

た｡それに対して教職イメージの変化に影響が

あったのは,教職科目で課せられた活動 (指導

案づくり,模擬授業,実践ビデオ視聴)と,直
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接 ･間接的な現場経験であった｡

このように見てみると,思考態度の変化で語

られること (対人関係および状況)と,教職イ

メージの変化で語られること (教職科目および

現場経験)には,類似点と相違点があるように

思われる｡

類似点は,いずれも学生が能動的に活動する

中で学んでいることであり,単なる座学などに

おける知識吸収のなかで得ているわけではない

ということである｡これは本研究の対象とした

ことが,思考態度ならびに教職イメージという,

単なる知識で終わることではないためであろう｡

相違点は,思考態度の変化で語られたことに

は,対人関係といった比較的一般的 ･日常的な

状況が少なくなかったのに対し,教職イメージ

の変化で語られたことには,教職科目ならびに

現場経験という特定場面が多かった,という点

である｡これは,対象が思考態度というジェネ

リックなものと,｢教職｣イメージという特定的

なものの違いによるものであろう｡

このような相違点はあるものの,どちらも,

｢体験一振り返り｣という形で同じように理解

することは可能かもしれない｡思考態度でいう

ならば,考えるべき状況は日常生活の中におけ

る対人関係や解決すべき問題という形で,常に

体験はされている｡しかしそれに対して,他者

とぶつかったりすれ違ったりする経験のなかで

状況や自分について振り返ることで,思考態度

は成長するのではないだろうか｡

それに対して教職イメージは,学生が日常的

に教える立場にない以上,体験そのものがなか

なか得られるものではない｡そこで,そのよう

な体験が得られる場として,教職科目における

指導案作成や模擬授業,実践ビデオ視聴や,敬

育実習などの現場体験がある｡そのような体験

を通して学生ははじめて考え,自分の行動につ

いて振り返り,そこから学んでいくことによっ

て教職イメージがより具体的かつ現場感覚に即

したものになっていくのであろう｡

とするならば,学生を成長させるものは ｢体

験一振り返り｣ のセットと考え,大学4年間の

なかでそのような場を適切に設けることで,ジ

ェネリックなスキルや態度としての批判的思考

にせよ,より専門性の高い教職イメージにせよ,

高めていくことができるといえるかもしれない｡

もちろんこの考えは,7名の学生の4年間の経

験を,批判的思考態度尺度ならびに教職イメー

ジ課題という2つの課題を通してあぶりだした

ものから得られた仮説にすぎない｡今後,この

考えを仮説として持ちつつ大学教育を展開し,

教育者自身が振り返ることによって,より的確

な学生理解とカリキュラム策定が可能になるで

あろう｡
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